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わたしとAHI
前号では斎藤理事長にAHIを作ってきたものをどう見るかを語っていただきました。
今回は、35年以上にわたりAHIを支え、関わって来られた岩本さんに
ご自身のバックグラウンドとAHIへの思いを聞きました。（平野）

―まずは自己紹介を
1957年、名古屋市の中川区で生まれました。田
んぼが広がり、運河沿いに町工場がちょこちょこ
あるような地域です。8歳の時に父が亡くなり、
母が町工場で働きながら兄と私を育ててくれました。
高校1年の時、牧師の息子である同級生に誘わ
れてキリスト教の教会へ行きました。日曜日にみ
んなと遊べる、そんな気持ちで通うようになり、
東京の神学大学へ行きました。

―牧師になろうと思って大学へ？
　正直、特別な決意を持って行ったわけではなかっ
たんです。あっという間に卒業年度に近づき、北
海道の教会へ実習に行きました。1980年、韓国で
民主化を求める学生による「光州事件」（*1）が起き
た年です。実習先の牧師さんは韓国への関心が非
常に高く、日韓連帯の運動に熱心に取り組んでお
られました。
　その方に伴われて、札幌にある在日大韓キリス
ト教会に在日韓国人の牧師夫妻を訪ねたんです。
牧師さんは真っ先に「あなたはここに至るまでに
どれだけ差別的な言動をして来たか分かります
か？」と言われました。直球の問いを受けた、忘
れられない出来事です。そして「あなたの神学校
にいる在日の学生にどんな苦労をしてきたかをよ
く聞きなさい」という言葉もいただきました。
東京に帰り、彼らと親しく付き合うようになっ

て、在日の方々が必要とするキリスト教というも
のを知りました。私はキリスト教にどこか窮屈さ
や距離を感じていたのですが、それとは全く質感
の違うものだったんです。

―その違いとは？
　在日の方々にとっての教会は、差別の厳しい日
本社会でお互いを支え合う拠点なんですね。彼ら
は日々の困難な生活の視点から聖書を読む。教理
や信条から出発するのではなく、逆にそれぞれの
経験を分かち合う中に聖書の言葉がストンと落ち
てくるというのかな。在日の方々との出会いから
キリスト教の社会的役割を知りました。そして私
の中に「キリスト教が一つの職業選択に繋がるの
かな」という思いが芽生えたわけです。

岩本和則
いわもとかずのり

1991年からAHI会員。1991年から2022年
まで日本キリスト教団名古屋中村教会牧師。
会報編集委員等を経て、2018年から専務理
事。名古屋市在住。

専務理事

―牧師の道を歩み始めてからの出来事は？
日本キリスト教団札幌教会に赴任しましたが、
韓国への本国留学を終えた友人の話を聞き、1989
年の秋から1年半、夫婦で韓国の延

ヨン セ

世大学へ語学
留学することにしました。
当時は戦後40数年。年配の方は日本語が話せる
わけです。ある時、私たち夫婦で高齢ご夫妻の家
庭を訪ねる機会がありました。そこでお二人から
聞かされたのは、「昨日、私たちは日本語であな
た達を迎えようではないかと真剣に話し合ったの
ですよ」という言葉でした。息子さんや娘さんの
前では話して来なかった日本語を話そうと。まだ
日本語への反発が残っていて、居酒屋で日本語で
話しているとビール瓶が飛んできてもおかしくな
い時代でしたからね。（*2）これも私の中に残り続け
ているエピソードです。

―その後名古屋へ？
　はい。いろんなタイミングが合って、91年春、
名古屋中村教会へ赴任しました。そしてそこで教
会員であり役員をされていた川原啓美さんと出会
いました。川原さんを中心にみなさんがまとまっ
ていて、牧師としてはとてもありがたかったです。
　川原さんは、先頭に立って引っ張る力を見せる
人ではなかったです。ファンが多く、みなさんか
らの信頼が厚かったですね。また、川原さんが親
しくしておられた浅野さんご夫妻の存在も大きかっ
たと思います（8ページをご覧下さい）。

―岩本さんにとってAHIとは？
教会は人びとが出会い、何十年もの付き合いを
していくところです。それぞれの人生に起こるあ
れやこれや、子育てや老いなどを共有する場です
ね。AHIの研修生が「地域に仕える」ことや、「現
場がある」ことは、教会にもあてはまるように思
います。みんなで経験を共有して一緒に「どうす
る、こうする」とやって行く、そんなところです。
　AHIの国際研修では、研修生がネイティブで
はない英語を用いることもあって、単なる言葉の

やり取りだけではないコミュニケーションが必要
となりますよね。生身の感覚、手触りと言うのか
な、物理的に一緒にいる中でお互いの存在を実感
する。その上でこそ真に信頼できる言葉のやり取
りができるようになると思うんです。

―AHIに何を期待されますか？
　AHIは私にはホッとできて、自分の居場所だ
と感じられるところです。私が関わり始めた頃の
AHIは、志高く行動するスタイルだったと思いま
す。それはそれで大切なことですよね。ただ、目
標を設定するとそれ自体が排他的になり、関われ
る人を限定してしまうこともあるのではないでしょ
うか。批判はあるかもしれませんが、それよりも
「ゆるい」広がりがいいかなと思うんです。
私は教会で働きながら、いわゆるキリスト教の
教えを言葉で伝えるよりも、そこに来られるみな
さんにホッと安心してもらえる場を提供したいと
思って来ました。誰もがそのままで集える場所が
あることが大切だと思っています。
　今の世の中、非常に閉塞的な言葉が溢れていま
すよね。もっとゆるい言葉、包容力のある言葉を
使いたい。自分達の発言や発信がどれだけ包容力
を持つことができるかを考えて行きたいと思いま
す。そしておーぷんはうすのように、若い人や誰
もが楽しく集まれる機会が増えていくといいですね。

(＊1)光州事件　1980年5月、韓国南部の光州市で市民らが民主化を求めて立ち上がった。当時の軍事政権は武力で鎮圧、多くの死傷者が出た。 (＊2) 1910年～1945年　日本は朝鮮半島を植民地支配し、土地の収奪などのほか、日本語の使用や創氏改名（日本式の名前に変えさせる）
を強制し、民族の伝統や文化も破壊した。

おーぷんはうすでは毎年会員募集の
呼びかけで活躍。

岩本理事に聞く 川原啓美
かわはら ひろ  み

1928年生まれ。外科医。ネパールでの経
験から1980年AHIを設立。2015年没。

創設者
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【特集】フィリピン訪問レポート

フィリピンで出会った人たち
今年３月、職員3名、インターン2名、理事1名が、フィリピン、ミンダナオ島を訪問しました。出会った人たちのこと、
感じたこと・考えたことを若手職員お二人とインターンお二人に聞きました。（岸田・柴田）

IPHCでオリエンテーションを受けたあと、ダ
バオから車で１時間半、AHIが地域づくりを支
援していたニューコレリア町へ到着。
歴代の研修生が次々と名乗りでて、AHIが
IPHCや同町の人たちと積み重ねてきた歴史を体
感。現町長（後列右から6人目）は、AHIが支援
をしていた頃の町長の娘です。
学校の先生や地域のリーダーも加わった住民参
加のまちづくりが今も続いています。

3月2日 名古屋⇒マニラ⇒ダバオ
3月3日 ニューコレリア町訪問
3月4日-5日  ダバオ市内マリログ地区訪問＆ホームステイ
3月6日  世界女性の日のパレードに参加＆ダバオ市内

のNGO訪問
3月7日 ダバオ⇒マニラ⇒名古屋

スケジュール

25年ほど前に発足した小規模農民組合の面々。収穫の
半分を提供するのがメンバーの条件。メンバーになると
灌漑施設が使えます。みんなが意見を出し、参加型で運
営しているとのこと。長く続ける秘訣は？と聞いたら、
活動資金の確保と財政の透明性と返事が返ってきまし
た。加えて、互いの関わりを深めて、助け合う気持ちを
大切にしていると話してくれました。
★この地域のリーダーの一人、AHIの元研修生インダイさん
のお話は、9ページ。

AHIとIPHC（ダバオ医科大付属プライマリヘルスケア研修所）

ラナオ湖

ダバオ市

ニューコレリア町
マリログ地区

ゼネラル・サントス

マティコタバト

3月3日

3月6日
3月2日

3月4・5日

3月3日  ニューコレリア町役場訪問

3月3日  ニューコレリア町訪問

IPHCは1978年設立。医師夫妻が貧困層を対象に
無料診療を始めましたが、患者が減らないことから、
「自分たちの健康は自分たちで守る」意識を高め、
知識やスキルを伝えることを役割とする保健ボラン
ティアの育成の必要性を痛感。その活動を基盤とし
て、住民主体の保健活動や地域づくりを進めてきま
した。
保健ボランティアの制度はその後行政の仕組みの

一部となり、住民と保健行政を結ぶ役割を担ってい
ます。
AHIは1982年にIPHCと協力関係を結び、1999年
からの10年間は、住民参加の地域づくりを柱のひと
つとするニューコレリア町での総合的な地域振興事
業をIPHCとともに支援しました。これまでに同町
の行政職員や住民組織のリーダーもAHIの国際研修
に参加しました。

今回の訪問研修は、若手職員と理事が元研修生
が支援している住民組織を訪問し、その活動の背
景となる地域の課題や住民主体の活動の実践に直
接触れること、さらにそこから、参加型の地域づ
くりについて考えを深め、それぞれの仕事や活動
に活かしていくことをねらいとしました。
現地のNGOダバオ医科大学付属プライマリヘ
ルスケア研修所（IPHC）は、45年以上住民が主体
となった保健活動や地域づくりに取り組んできま
した。AHIとは、40年以上協力関係にあります。
今回さまざまな課題に向き合い活動する住民組織
への訪問をコーディネートしてくれました。短期
間でしたが、住民とともにあり、かつ自立を促す
IPHC職員の姿勢を肌で感じ、また自分たちの生活
と地域をよくしたいという意欲を持つ住民組織の
人たちに会うことができました。

「なぜボランティアになったのですか？」  保健ボランティアに聞きました。
「自分も子どもを産んで保健ボランティアの活動の大
切さがわかって、地域に貢献したいと思いました」「初
めは誘われたから。でもだんだん地域への気持ちが強
くなってきました」などなど。
保健ボランティアは行政と住民をつなぐ役割として、
行政によって任命されます。活動費として1,000ペソ（日
本円で2,000円程度）支給されるものの、天候が悪い
中、山間地に出かけなければならなかったり、ユニフォー

ムは自腹だったりと、各自の負担も小さくないよう。皆
さん大変と言いつつも、楽しそうで誇らしげです。
話を終えて、その意欲はどこから来ているのか気に
なりました。人と人のつながりが強いから？新しいこと
を学びたいという意欲？社会に参加し認められる喜び？
などいろいろ考えています。仲間を増やす悩みは同じ。
共通して話せる課題が見つかりました。
 （職員　木村・入職4年目）

マニラ

セブ

ダバオ市

フィリピン

ダバオ市北部マリログ地区へ。この日は、妊婦健診、
予防接種、乳児の身体測定が行われていました。保健ボ
ランティアが市の保健職員を手伝っています。

3月4日  ダバオ市内
保健センター見学

赤ちゃんの身長を測定中。動か
ないで～。

体重測定中です。赤ちゃんは
布の中。
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バリテ女性組合
2010年設立。立ち上げた当初は、IPHCがいろいろ

やってくれると思っていたけれど、だんだん自分たち
で活動を決めて進めていかないといけないとわかった
そうです。今は、そのことに感謝していると話してく
れました。
収入向上のために手工芸品やコーヒーの生産をして

います。メンバーの活動への参加率が低いのが悩みです。

歴史の長いところも短いところも、それぞれに活動は試行錯誤。山あり谷ありです。
IPHCの地域スタッフが組織の成長を支えています。

クロッシング. S女性組合
休止状態だったのをIPHCがサポートし、2023年に復

活。野菜の栽培と販売による経済活動、病気になったと
きの積立金活動をしています。
「話せる仲間」がいるだけでなく、緊急時のメリット
もあることを知らせてメンバーを増やしたい！と活気が
あふれていました。

アッパー・キバラン女性組合
2008年設立。メンバーのほとんどの世帯所得が低く、
小規模貸付を利用して現金収入を上げようとしていま
す。また、組合としてサリサリストアの経営や椅子テー
ブルのレンタル事業で収入を上げようとしています。
当初90名だったメンバーは今37名。新たなメンバー
を得て、次世代を育てることが課題です。

昨年度末で小学校教員を退職。
以前から関心があった国際協力
に携わりたいとAHIで半年間イ
ンターンをしました。
（インターン　長屋）

朝5時に自分のサリサリストアを開け、保健ボラン
ティアや女性組合の活動に忙しいホストマザーは、「今
の仕事が大好きなんだ」と生き生きと話してくれまし
た。しかし、前は何かやりたいけどどうしたらいいか
わからなかったそうです。IPHCのプログラムを通じ
て学び、職を得て自信を持ったのです。仲間と教育で
人は大きく変わると感じました。
IPHC職員のレイヤさんは、「問題が起きた時でも、
指示はしない」と話してくれました。「住民組織のメ
ンバーを信頼している」と。教育現場でも信じて待つ
ことはとても難しいです。彼女の奮闘する姿に、自分
自身を振り返りました。AHIの国際研修、現地の研
修旅行、これからどう国際協力に関わっていくか、さ
らに経験を重ねながら考えていこうと思います。

大学生最後の年にAHIでイ
ンターン。「参加型社会っ
てどういうもの？」と考え
ていた7ケ月間の総まとめ
になりました。
（インターン　村上）

役割を自覚し、自主的に活動し、誇らしげに語
る住民組織のみなさんがとても印象的でした。そ
して、住民の人たちが自分たちの力でコミュニティ
を作り上げようと意欲を持つIPHCのスタッフの
関わりを実際に現地で見ることができました。国
際研修の内容が実際に行われている、国際研修と
現場がちゃんとつながっているんだ！と強く感じ
ました。
今回コミュニティの可能性をとても強く感じま
した。人と人とのつながりを強くしていくことで、
力を合わせて社会を作るエネルギーになると感じ
ました。地域と病院を切り離さずに、患者さんを
同じ生活している人としてとらえ、地域に貢献で
きるような看護師になりたいです。

AHIでボランティアの人たちと
広報や国内の活動をしていま
す。仲間を増やす難しさはどこ
も同じ。とにかく「見せること」
が大事！（職員　木村）

AHIの仕事で仲間づくりや広報の難しさを感じて
いたので、活動への参加の動機や継続の理由について
いろんなところで質問してみました。「学びたいから
参加する。自分自身を成長させて、人の役に立ちたい」
と話してくれた女性がいました。AHIも学び合い、
成長する場づくりをしていて、日本でもこうしたニー
ズはあると思います。学びたいと思う人たちに響くこ
とは何かを意識することは、とても重要だと感じました。
訪問した女性組合の一つで、積極的に屋外でイベン
トを行い、周囲の人たちに見られるようにしていると
聞きました。自分たちの活動を多くの人の目に触れる
ものにすること。そのための努力を惜しまずにしてい
きたいと思います。

3回目の国際研修を前に、
住民による地域づくりに
も、研修生の悩みにも、リ
アリティを感じられるよう
になりました。
（職員　山下）

国際研修のテーマとなっている、住民組織とは
どんな団体なのかを、実際に見て理解したいと思っ
ていました。女性組合の訪問では、周りに洗濯物
が干され、鶏が入ってくる中で活動が行われてお
り、住民組織の活動は特別なものではなく、日常
生活の延長線上にあることがわかりました。
私自身、地元での役がまわってきて、そのため
に時間を工面していると、なかなか参加しない人
がいるという研修生が抱える悩みにも共感がわき、
住民組織が自分にとって近い存在に感じました。
帰国後、国際研修の参加者選考でフィリピンを
担当した際には、研修生の取り組む課題によりリ
アリティをもってイメージすることができるよう
になり、理解が深まりました。

「住民組織の活動でトラブルが起きたらどうしますか？」
IPHCの職員ジェシカさんに聞きました。

「まずは、緊急に会合を開くよう提案し、メンバー
が話し合う場を持つようにします。私は会議に出ま
すが、あくまで決めるのはメンバー。よっぽどでな
い限り、私は介入しません。私の目標は、組合の人
たちが自立的に活動すること」
ジェシカさんはIPHC入職3年ほど。女性組合をは

じめ住民組織の運営をサポートするのが仕事です。
ひと月の半分くらいは担当地域に滞在しています。

去年の国際研修のコーディネーター、アーロンさ
んもIPHC職員。「地域の人たちとともに生活し、話
し合った経験があったから、地に足をつけて物事を
考えられるようになった」と話していました。後輩
のジェシカさんもしっかりと参加型を実践し、住民
の人たちによる地域づくりをサポートしています。
価値観を共有する人づくりや組織風土が根付いてい
ると感じました。 （職員　山下・入職3年目）

3月4日・5日  ダバオ市内の女性組合訪問

共同菜園で農作業 メンバーの一人が経営するサリサリストアは何でも屋さん

最初の組合長ルスさん（右）

訪問を終えて感じたこと、考えたこと、
これから活かしたいことを聞きました。
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研修で立てた計画を
人生の目標にして

―どういう思いで活動計
画を？
私の村ニューボホールでは、

女性は経済力、発言権も低く、
日々の問題に追われていまし
た。IPHCの地域事業の現地ス
タッフとして働き始めましたが、
その前はただの主婦。お金もあ
りません。なにができるんだろ
う？と試行錯誤の毎日でした。
そんな中、参加した国際研修

は、自分を強くしてくれまし
た。良いリーダーについて学
び、一緒に声を上げていこう
よ！と女性たちを勇気づける存
在が村には必要だと思いまし
た。そのためには、女性である
自分自身がまず声を上げなけれ
ばならない！と思いました。そ
して村の問題を解決していく村
議員こそ、私がめざすべきもの
だ！と思ったのです。

―国際研修を終えて帰国
後は？
まずは、女性たちと話をする

ことから始め、やがて村の女性
組合長に選ばれました。2009年
に村議員選挙があり立候補。初
当選を果たしました。その後
2018年まで3回連続で当選し、9

深刻な問題で、緊急に対策を必
要としています。そのため私は
週末講座のある大学で、災害マ
ネジメントについて学んでいま
す。
2026年11月に任期（＊）が終わ
る予定ですが、引き続き立候補
し、できるだけ議員を続けたい
と思っています。そしてゆくゆ
くは、村長に立候補するつもり
です。
女性や村人の持つ能力が十分

に発揮され、生活をよりよくす
るため村の決定に積極的に参加
できる環境をつくっていく村の
リーダーであり続けていきます。

年間村議員を務めました。（*）周
囲の勧めもあり2023年に再度立
候補で再当選。村を回り、女性
たちの声を拾い上げ、議会に届
けるよう努めています。

―苦労ややりがいは？
リーダーとして、重要事項の

決定のプロセス（多数決で決め
るなど）や予算の透明性を高め
ることはとても重要だと、私は
信じています。でも必ずしも全
員に理解されるわけではなく、
同僚から支持を得られないこと
もあります。
嬉しいこともありました。電

気が通っていない村のために、
電気会社と交渉しました。そし
て2024年に54世帯に、電気会社
負担で電線が引かれました。地
域のみんなは、「子どもたちが
夜でも勉強ができる。携帯電話
やネットが使える」と、とても
喜んでくれました。

―今後の計画は？
ここ数年私の村では、洪水や

豪雨による土砂崩れなど水害が

File 5

取材/編集委員 柴田

―川原さんとの思い出をお
聞かせください。
それはそれは温厚でいつもニ
コニコされていて、皆に慕われ
る方でした。ネパールに医療協
力に行かれた後、医療の恩恵を
受けられない人たちを支援した
いと言われました。そのことに
感銘を受けました。聖書に「わ
たしの兄弟であるこれら最も小
さい者のひとりにしたのは、す
なわち、わたしにしたのである」
（マタイによる福音書第25章40
節）というイエスの言葉があり
ます。最も小さいもの、すなわ
ちアジアの弱い立場の人のため
に働く。まさにキリスト教信仰
に基づく働きだと思いました。
ほかの団体を通してアジアの障
害を持つ女性を支援する動きに

取
材
ノ
ー
ト

編
集
委
員
の

岩本理事インタビュー（2～3ページをご覧くださ
い）を終え、私の心にフツフツと湧いた想い。ク
リスチャンではないけれど、AHI創設者川原さん
の足跡が残る名古屋中村教会に行ってみたい！60
年近く同教会に所属し、川原さんとも親交の深かっ
た浅野利光さん・美登里さんご夫妻にお話をうか
がいました。盲学校でキリスト教に出逢った浅野
利光さん。美登里さんは結婚後洗礼をうけました。

元研修生インダイさん（2008
年参加）は、研修最後に作っ
た活動計画「私は、自分の村
のリーダーになります！」を
見事実行。「どんな人なんだ
ろう？　なぜリーダーになり
たかったんだろう？」そんな
思いを抑えられなくなり、話
を聞いてみました。

やさしい笑顔で穏やかに話す
インダイさん。インタビュー
前「やり手のバリバリの女性か
な？」とドキドキした緊張感が、
話を聞き始めてすぐにほっこり
感に変わりました。
今では、素朴さと力強さを持

ち合わせた「村のお母さん」役
として、女性たちの話に熱心に
耳を傾けるインダイさんの姿を
想像しています！！

母の日に名古屋中村教会にて

名古屋中村教会を
訪ねて

File 4

取材/編集委員 井田

関わったこともありましたが、
相手側に問題がありうまくいき
ませんでした。「お金を送るの
ではなく、魚を獲る人にはその
方法を教える。つまり人を育て
る」という川原先生の見立ては
正しかった！
晩年の先生は、緑内障を患
い、視野が狭くなりご苦労され
たと思いますが、「視力が落ち
ても不安や心配もしていませ
ん。浅野さんが活躍されていま
すから」と言っていただきました。

視覚障害者の方は教会でも孤立
しがちですが、浅野さんは全国的
に視覚障害者の絆を深める教会の
活動に加わり、キリスト教の点字
図書の普及に努めて来られました。
岩本さんによると、その信仰の
あり様は規範や信条に縛られるこ
となく、一般的な「クリスチャン
＝どこか高尚な人」とは異なり、
あくまで弱い人に寄り添うもの。
その信仰スタイルはそのまま名古
屋中村教会の基盤となっていった
そうです。
年に一度11月にはAHIの職員が
名古屋中村教会の礼拝に招かれる
そうです。賛美歌の点字本を指で
なぞりながら歌う浅野さんの横で、
今に続くAHIとのつながりを感じ
ました。人々の暮らしのなかにひっ
そりと佇むなんともアットホーム
な教会でした。名古屋中村教会週報より

(＊)村議員の任期は2026年に、3年から4年に変更される。最大3回連続で立候補可能。

フィリピン、ニューボホール村にて　2026年3月
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事務局の活動
（2026年1月～6月）
◇人材育成事業
【国際】〈国際研修〉 研修生・コーディネーターとのオンライン
準備会合6/27（これを含め8月初旬までに計4回を予定）
〈オンライン勉強会〉 「災害時における若者たちの活動」2/27 参
加者20名、心理社会的ウェルビーイング研究会6/13 参加者6名
〈その他〉 インド、タミルナド州保健総会強化イニシアチブの会合
3/23 参加者2名、障害分野ワークショップ（地域に根差したイ
ンクルーシブな開発を進めるための戦略検討）タイへ出張4/7-9 
清水
【国内】〈オンライン読書会〉『学ぶことは変わること』読書会 
5/10 参加者8名
〈講師派遣〉 中京大学1月、4月-6月、JICA研修（生活習慣病予
防をテーマに中米の保健医療者対象。運営：一般財団法人国際
開発機構）1/23・2/6、名古屋国際中学・高校1/31、名古屋学
院大学2/2-5、ダスキンアジア太平洋障害者リーダー育成事業（運
営：日本障害者リハビリテーション協会）2/18、逢妻年少リーダー
会3/22、みよし市立南中学校5/7、愛知県立大学5/18、長久手
市立西小学校5/29、名東高校6/23、日本福祉大学6/25、
〈外部団体との連携促進〉 障害分野NGO連絡会、名古屋NGOセ
ンターほか

◇アドボカシー・賛同署名
共創社会に向けた「全国地域ネットワークNGOからの呼びかけ
1/23、フィリピンで拘留されている保健ワーカー（AHI元研修
生1名含む）の即時釈放を求める声明4/24、「ミャンマー軍主導
の新体制の非承認と同国における武力紛争解決のための具体的
な支援を求める」日本政府宛要請書4/27、「米・イスラエルに
よるイラン攻撃を非難し、国際法違反を続けるイスラエルと加
担企業に対するボイコットを求める声明」5/27

◇サポーターとの協働
〈ボランティア〉 （事務、発行物発送、国際理解講座等）約80名 
〈インターン〉 SOMPO環境財団CSOインターン生2名および名
古屋NGOセンターNたまインターン生1名 1月末まで活動。 〈会
報編集委員会〉 編集ボランティア6名　編集会議4回 〈小学校で
の国際理解講座〉 ボランティア9名 〈その他〉 新年お茶会1/10 参
加者22名、インターン生によるワークショップ3/22 参加者6名

◇サポーターへの情報発信・広報
〈情報発信〉 会報冬号発行２/1、メルマガ毎月10日前後に発信、
ブログ・FB・インスタ随時 〈遺言書講座〉 想いを伝える遺言書
の書き方講座4/18 参加者14名 〈活動紹介講座〉 初めて始めて講
座毎月第2土曜 参加者計28名 〈その他〉 社会福祉法人あじさいの
会コンサート6/27（AHIサポートグループ「アジアの子」による）

◇来館
　ドットジェイピーインターン生2/2  3 名他

◇理事・評議員会
　理事会3/18、5/29、6/23  理事会準備会合および理事有志との
会3/11、4/16、5/27

　評議員会3/24、6/17

◇職員研修・出張
・3月2日～7日  IPHC訪問研修  職員2名、理事1名、インターン2
名参加。同行職員1名はその後元研修生を訪問し3月10日帰国。

・8月20日から清水事務局長が永年勤務者長期研修制度を取得し、
6ヶ月間日常業務を離れる予定。

＼ハイライト！／

3/22　インターンの大学生が中心となって「対話型ワー
クショップ　自分には何ができるだろう？話して広がる
私たちの世界」を企画・実施しました。高校生を含む広
い世代の人たちが今の社会について思うこと、自分と社
会との関係などを自由に話し合いました。

読者のひろば

紙面で紙面で

おしゃべりおしゃべり
テーマに合わせたメッセージを募集します。
この紙面でいろんな人とつながることが
できたら面白いと思いませんか？

この会報の読者をはじめAHIとつながりのある人
どなたでもお気軽に投稿ください。
次回はぜひあなたのメッセージを

お待ちしています。

「子どもの心配あれこれ」
親が心配してもしなくても、結果は同じ。むしろしない方が結
果が良かったりする。親はドーーンと構えてるのが良いようです。
／AHIのことを知ったのは、ウン十年前の高校生の頃さん
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6/13　心理社会的ウェルビーイングに関心を寄せる人
たちがオンラインで集まり、今後定期的に勉強会を持つ
ことになりました。「心理社会的ウェルビーイング」とは、
社会の中での立場や人との関係性が個人の精神面に大き
く影響するという考え方を背景にしています。
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「やってしまって、あ～あ」
私はかなりのクセ毛。当時『ソバージュ』と言うふ
わふわなみなみの髪型が大流行。「私がかけても綺
麗にかかりますか？」美容師「もちろん！素敵にな
りますよ！」結果はきっちり三角！スフィンクスの
ようになりました。（泣）／横浜在住のY.K.さん

事務局通信通信

次のテーマ
『思い出の料理・忘れられない味』
【投稿内容】
・ 特別な思い出や忘れられない出来事にまつわる料理、忘
れられないほどインパクトが強かった味について、その
エピソードとともに。
・お名前（ペンネーム、イニシャルなどもOK）
（ その他、会報の感想やAHIへのメッセージ等添えていただ
けると嬉しいです）

【投稿方法】
・ はがき、FAX、E-Mail

あるいはこちらから▶
締め切り：2026年12月10日

「���������」
トラブル発生のもとです。このほか、アドバイスも難しい。
相手が考えるヒントを与える程度に助言をしています。
／毎日数字に囲まれてお仕事のT.I.さん

「ありません！」
やらないことについては善い悪いの判
断がつかないし、してきたことの中に
は今も後悔していることもあるが、後
悔するがゆえに何らか自分の肥やしに
なっていると思う。／S.H.さん

人におかしいと思われても、自分がコレだ！
と思ったことはやってきた気がする。そして、
人はあまり他人のことを見てないし、すぐ忘れる。
／外見は気にしないといけない年頃？さん

「人目（ひとめ）を気にすること」

「日常的にある、あ～あ」
半額の生鮮食料品、3日以内に消費しきれず、
匂って、やむなくゴミ箱に入れなければならな
い時、いただきものの本や個人出版の本をもら
う時・買う時、嫌とも言えず、興味は薄く、本
棚の中の収まっているのを見る時／C.O.さん

「校則に縛られた中学時代」
月に1回の髪型チェックで違反とされ、ゴミ箱を抱えて先生に
前髪を切られた経験は、私の人生に必要のなかったことだと今
でも思います。当時は陰で文句を言うだけで、正面から反論す
るなんてことを思いもしませんでした。今だったらみんなの意
見を集約して学校と交渉するんですけどね。／N.H.さん

「直線の時代？」
今回のテーマは、これはやらなくてもよかったな～（と後悔気味に）
思うこと？やらなくてよかった～とほっとして思うこと？回り道も
意味があると思う私はなかなか浮かばず頭がぐるぐる。しなくてい
いなら直線距離がよくないですか？と後輩に言われて、辞書で前後
が目に入る世界からデジタルですぐ答えが出る時代へ移り変わると
生き方も変わるんだなと思う。／M.K.さん

『人生で
   やらなくてよかったこと
　　 はありますか？』

今回のテーマ
今回は少々ひねりのきいたテーマだったので、受け止め方もいろいろ。メッセージも多彩です。

◆理事・監事・評議員の異動
2026年6月17日の評議員会開催時にて理事11
名、監事1名の任期満了、ならびに評議員2名の
辞任希望に伴い、選任を行いました。結果、理
事11名中10名の重任、新任理事1名、新任監事1
名および新任評議員2名の就任が決まりました。
＜2025年度年次報告書12ページをご覧ください＞

◆コンプライアンスおよび内部統制の改善
理事会では、内部統制およびコンプライアンス事
案により昨年度職員2名が退職に至ったことから、
コンプライアンス委員会規程および相談・通報窓
口制度を決議しました。、職員のみならず多様な
関係者にとって望ましい組織運営をめざして関連
諸規程の改定や仕組みの充実などについて引き続
き検討しています。

◆メールマガジン配信に伴う情報漏洩の可能性に
関するお知らせとお詫び
当法人が委託していたメール配信サービスが第三
者による不正アクセスを受け、情報の漏洩が生じ
た可能性があることが6月17日に判明しました。
ご心配とご迷惑をおかけしましたことをお詫び申
し上げます。なお、7月下旬に新たな運営会社と
契約を結ぶ手配をしています。

理事会・評議員会の動き
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テーマ：参加型アプローチによる住民エンパワメント
～持続的なコミュニティづくりのために～

2026年度 国際研修参加者

期間：2026年8月25日～10月4日

編 集 後 記
日本で売られているバナナの7割ほどは、今回の特集で書かれているミ
ンダナオ島、特にダバオ市周辺の州を中心に作られている。「私の国の畑
には　あなたがたのぜいたくのために　珍しい果物が植えてある」（作：
ベルホールド・ブルクハルト、訳：伊藤規矩治「私は飢えていた」（『アジ
アのこども』1994年明石書店　p53「バナナのお話」から）私（たち）
は今もなお“南の国を食べている”のか？ （平）

上述の詩は、キリスト教系のNGOにも深くかかわっていたドイツの建築
家が聖書のことばをベースに世界の搾取の構造を訴えようとしたもの。現
実は、40年以上を経てもこれが強く問いかける。その中でもゆっくりで
も確かな歩みを進める人たちとつながりたい。 （か）

メルマガ・Facebook・Instagram　でボランティア・イベント情報・団体近況など、AHIのいまを発信しています。
ウェブサイト（https://ahi-japan.jp/）からぜひご登録・フォローをおねがいします。
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ネ
パ
ー
ル

スムリティ・ギミレ（スムリティ）

メンタルヘルス・カウンセリングセンター
心の問題を抱える女性の自助グループを支援
するボランティアを育てる。また女性の権利
に関する政策提言も行っている。

ネ
パ
ー
ル

ラジェンドラ・チャウラガイン（ラジェンドラ）

社会保障市民社会ネットワーク
NGOの連合体として、女性など弱い立場の人
びとの声が社会制度に反映されるよう政策提
言やNGOの能力開発を行っている。

フ
ィ
リ
ピ
ン

レリオ・チュア・リョレン（リン）

平和と持続可能な開発の推進者協会
先住民族・若者・女性のエンパワメントを行
う。特に先祖伝来の土地に関する先住民族の
権利獲得に向けて支援している。

ス
リ
ラ
ン
カ

ラシア・ヘッティガマゲ（ラシア）

女性のためのリソースセンター
農村に暮らす貧しい女性への人権教育やリー
ダー育成を行い、自立的に諸問題に取り組む
グループづくりを行っている。

台
湾

カイ・シアン・チェン（ケヴィン）

ワン・フォーティ
外国人労働者が大きな割合を占める台湾で、
東南アジアからの労働者による助け合いのネッ
トワークを作っている。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ソク・ディアロゼット（ロゼット）

カリタス-子どもと若者のメンタルヘルスセンター
知的障害のある子どもへの医療支援や日常生
活における介助・自立支援の方法について、
保護者向け研修やカウンセリングを行っている。

モ
ン
ゴ
ル

ビャンバツェツェン・ガンツォク（ビャンバー）

ダルハン女性連合
女性の権利擁護や経済活動を支援している。
近年は女性や子どもをデジタル犯罪から守る
啓発ボランティアの育成も進めている。

ネ
パ
ー
ル

マニタ・ダレル（マニタ）

子どもと女性の福祉と人権協会
子どもクラブの活動を支援し、子どものリー
ダーシップを育成すると同時に、子どもの権
利保障を求める政策提言を行う。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

アマリア・S.・ベンダン（アマリア）

無鉛ガソリン推進委員会
脱炭素社会を目指し、環境政策の研究や提言を
行うとともに、大気汚染が健康に与える影響に
ついての市民による啓発活動を支援している。

パ
キ
ス
タ
ン

エリジャ・アルジュン（エリジャ）

リバーサイド開発協会
インダス川沿いの地域で、女性たちの健康と
エンパワメントのための住民グループづくり
を行っている。

マ
レ
ー
シ
ア

プテリ・ヌル・アッティカ・ビンティ・バンディラ
（プテリ）
ペナン州河川水質管理協会
学校や地域での環境教育、環境に関する啓発
活動や市民参加の水質モニタリングを行うボ
ランティアを育成している。

ご寄付・賛助会員募集中
皆さまからのご寄付・会費は、ＡＨＩが目指す「誰もが尊重され、
健康に暮らせる社会」づくりのための活動に使わせていただい
ています。ご寄付・ご入会の詳細は、こちらのＱＲコードから。

ご参加くださいどうぞ

①名前（ニックネーム）　②団体名　③活動内容

18:00-19:30
みんなウエルカパーティー
研修がスタートして5日目。初めての交流のひとときをご一緒に。

8月
29㈯

「研修生ってどんなふうに住民の人と活動を進めているの？」
そんな疑問におこたえします。
現地での活動を疑似体験してみませんか？

14:00-17:00
AHI 研修生の地域づくりを体験してみませんか？
みっけ！わたしとアジアのつながり

9月
19㈯

10:00-16:00
おーぷんはうす ～まなび・であい・つながる1日～
いろんな人たちとの出会いを通して、楽しく、ちょっとまじめ
にアジアのこと、日本のことを知ったり、考えたり。そんな一
日です。実行委員・当日ボランティアも募集中！

10月
 ４㈰

いずれも場所は AHI・参加無料。

クシャマタ・カドカ（クシャマタ）
コピラ・ネパール
2024年国際研修参加。ネパール西部に拠点を置
くNGO コピラ・ネパール所属。心の問題を抱
えていたり困窮状態にある女性への支援を行う。

コーディネーター


